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石狩川口附近の汐日に於ける幼稚魚、

小林喜雄

〈北海道大学水産学部水産動物学教室〉

Larvae and young fishes collected around the current rip 

in Ishikari Bay. 

Kiyu KOBAYASHI 

Abstract 

Larvae and young fishs of 13 families and 17 species inc1uding one adult species and two 
unidentified s戸cieswere ∞llected from around the current rip， that developed from the mouth 
of the Ishikari river in Ishikari Bay， on August 1st， 1959. 

Specimens were collected with a Iarva net (13Ocm x 4回cm)by surface tow for 30 minutes， 
at five stations indicated in Fig. 1. 
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11/ 111 (Jurrent rip 

Fig. 1. Stations of fish-Iarva net tow (Roman numeraIs) and 

oceanographical 0加 rvations(Arabic numerals)， on August 1st， 1959 

In station 1， tow吋 onthe current rip， all species that were ∞llected in this re総 archwere 
observed，ぉ presentedin table 2. 

More species釘ldspecimens were ∞llected from the waters to the east side of current rip 
than to the west side of it. But， this matter dα~ not nぼ潤sarilyindicate fish formations on 

M
W
 



1960J 小林石狩)I[口附近の汐自に於ける幼稚魚

either side of the current rip for∞11ected s阿国.(The∞11伐 tionwasαrried out between 11 
a.m.加 d3 p. m.) 

Many larvae and young of Engraulis japonica， Gasterosteus aculealus aculeatus， 
Pneumatoρ，horus japoniαlS iaponiωs卸 d4s旅田ciesbelonging to genus Sebastes were ∞11ected 
in this re鈴 arch.It is notable that larvae of Hi仲 ocamμ“japonicusand Stephanolepis ci"hifer 
are un∞mmons戸ciesin this water. 

汐目に種々の漂流物，プラシグト y又魚群の集る事は古くより知られ，これに関連した研究が行われてい
24) 25) 舗)

るが，最近においては松平・その他 ('56a.b.c)によって汐境における研究が行われ報告された。

北海道石狩湾に石狩)I[の影響によって)I[口附近に顕著な汐目が出現するが，未だその構造その他に関する

研究調査吻し 1蜘年以降石田等によって研究が行われその一部は既に報告された〔石田・その他 ('60デ
鈴木 ('60)，鈴木・佐野 ('60) J。

日本海水域における幼稚魚の研究は，近年対馬暖流開発調査の一部として九外民学内田研究室を中心とす

る研究グノLーη こよって行われその成果埼玉報告されている〈対馬蹴開発調査報告書第伊，脚，水産

庁〉。叉多くの魚種の卵及び稚魚の形態及び生態が明らかにされた〔内田・その他 ('58)J石狩湾も当然こ

の調査の一部に含まれ，担当研究者によってこの水域における魚種の卵及び稚魚の分布等が報告されている

が，石狩)I[口附近の湾奥部における資料は少い。

筆者は石田等の研究調査の一部として採集された幼稚魚の資料を見る機会を得たので此処に報告する。採

集は1959年8月1日;石狩川口より沖合に出現した汐目の上とその両側における水域において稚魚ネット(口

径13Ocm，長さ4閃cm)を30分間表層曳網した。 曳網位置は第1図及び第 1表に示す様に汐目上の 1点と，

海洋の影響の強いと見られる西側の2点及び河水の影響の強いと見られる東側の2点の計5点において行わ

れた(採集は午前11時から午後3時の間に行われた〕。

Table 1. Data on temperature， salinity and submarine illumination observed at stations on 
either side of the current rip， that develo開dfrom the mouth of the Ishikari river in Ishikari 

Bay， on August 1st， 1959. The observations were made by Messrs. T. Suzuki and N. Sano 

(Suzuki & Sano ('60)J. 

予三宅訳 * 5 19 21 22 24 

。 16.7 18.6 18.1 ]7.6 16.5 

w. T. 2.5 16.5 17.5 17.2 17.1 16.4 

COC) 5.0 17.2 17.0 16.7 16.2 

10.0 16.7 16.9 15.4 15.6 

Salinity 
。 34.239 33.666 28.024 29.785 34.121 

(%0) 
2.5 34.108 33.836 32.978 33.468 33.926 

5.0 33.860 33.235 33.982 33.951 

10.0 33.912 33.764 33.849 34.054 

Submarine 
Surface 95.000 120.000 125.000 115.0∞ 100.000 

0.1 70.000 70.500 28.000 20.000 33.000 
illumination 

2.5 43.000 70.500 20.500 12.日O 18.700 

(LUX) 5.0 58.600 10.400 11.000 17.580 

10.0 26.600 6.600 2.500 7.100 

* Depth 3m 
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得られた魚種は13科17種及び魚糧不明2種で，第2表に見られる様にその総ての種類が汐目上の採集点 1

において得られており，河水の影響の強いと考えられる採集点 2，4において 8種が得られ，また海洋の影

響の強いと考えられる採集ぷ3; 5においては殆んど採集されなかった。この様な汐目の両側の水域におけ

る稚魚の出現状況の明らかな差異の原因は，この場合照度に示される様に，同水域の渇りの差異による様に

考えられるが，出現した魚種の組成から見て，日中の深浅移動をも考え併せれば，この様な魚種出現状況の

差異が，それぞれの水域の魚種の分布状態を表わすと考える事は早計で，両水域における各層採集また表層

の日中採集等をも行う事によって纏められなければならない。

なお本研究に際し，種々御指導を受けた本学部佐藤信一教援に深謝すると共に，本研究の資斜の提供を受

け種々御便宜を賜った本学部石田E己助教授，鈴木恒由講師他同研究室の諸氏に感謝する。

産、遺書報7K 大:!t 

Table 2. Table of s肘ciesby ∞Ilection sta tions 

Stat拘置1offish-Iarva net tow 

v I m I 1 I 
Scientific name 

百

。。。

Q 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

E 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

O 

O 

Engraulis japonica 

Cololabis saira 

HemiramPhus sajori 

Gasterosteus aculeatus aculeatu.~ 

Syngnathus schlegeli 

tまかpocampusjaponicus 

MugiIidae gen.ゆ.

Pneumatophorus japonicus japonicω 
Girella punctata 

Rhinogobius gymnauehen 

Ste戸hanolepiscirrhi fer 

Fugu sp. 

Sebastes taczanowskii 

S. pachycePhalus 

S. sp. A. 

S. sρB.  

Paralichthys olivaceus 

U!1identiH巴dA. 

Unidentified B. 

Egg of Cololabis saira O 

Engraulidae カタグチイワシ科

Engraulis japonica (H 01TTTlJY 11) カタクチイり P

本種の幼稚魚は735個体が得られ，その全長範囲は3.5-2L5mmにわたり，その組成は第2図に示す様に

汐目上の採集点 1及び汐目の両側の採集点5において得られたものは個体数も少しまた会長も汐目の東側

の採集点2.4におけるものよりも小さい。

ヌド水域において 5--10月tこ本種の濃厚な産卵の行われる事は対馬暖流開発調査によって明らかにされてい
311) 

る (Shimomura& Fukataki (' 57泊。 なお本種の卵及び稚魚の形態については内田・その他 ('58)による
20) 

報告がある。また南樺太・南千島水域からの資料に基いて Ka3aHOB3 ('59)の報告がある。
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st.I 

N=69 

st. V 

N= 9 

3.1- 5.1- 7.1- 9.1- 11.1- 13.1- 15.1- 17.1- 19.1.，.. 21.1-
4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0 18.0 20.0 22.0 

Total Length (mm) 

Scmbresocidae サンマ科

Cololabis saira (BmJVooR1)サyマ

本種の龍魚は汐目上の採集点 1におい

て，全長約5.0mmの卿化直後のものと思

われるものが9倒体得られ，また採集点

1及び2において卵が採集された。なお

本種の大きな産卵場が北海道西海域に 5

-7月に形成される事は対馬暖流開発調

査によって明らかにされ， 深滝 ('58)

による報告がある。また卵及び稚魚の形

厳については内田・その他 ('58)，遊佐

守的及抑制HOBa〈'59〉iこよる報告

がある。

Hemiramphidae サヨリ科

Hemiramphus sajori (TFJj[JtINCK & 

SCHLl!IGl!IL) サヨリ

本種の幼稚魚は会長5.0-70.0mm(下

顎を含む〉の28個体が得られ，勝イt直後

のものと恩われるものから下顎の突出の

完成した各発育段階のものが含まれる。

なお本種の卵及び稚魚の形態については
4!!) 52) 

内田・その他 ('58)及び遊佐 ('58)等

の他数多くの報告がある。

Gasterosteidae トゲウオ科

Gasterosteus aculeatus aculeatt俗

(LINl'iセ〉 イトヨ

Fig. 2. Frequency distribution of total length of 
Engraulis japonica (H，οUTTYN) by collection stations 

本種の幼稚魚は全長14.8-30.0mmに

わたる 902個体が得られ，今回の採集に

よって最も個体数の多く出現した種類で

しかもその殆んど大部分の個体が汐目上の採集点 1において得られた。これ等の資料の各採集点における全

長組成は第3図に示す通りで何れも同じ全長範囲の内に含まれる。また得られた資料の全長約20mmの個体

では鱗状板の発達は不完全で体の前部及び尾部に僅かに現われているが不明瞭である。また全長約22mmの

個体では鱗状板は完成し， 33-34個が明瞭に数計れる?

なお本種の稚魚に関しては内田・その他 ('58)の研究報告の中に新潟県沖合からの全長19.8mmの標木に

関する記載がある。

Syngnathidae ヨウジウオ科

Syngnathus schlegeli K.JUP  ヨウジウオ

本種は全長188-195mmの3倒体の成魚と共に全長川-38.8mmの9個体の響魚が得られた。成句1
尾の雌と，抱卵中の 1尾の雄並びに育児嚢が室の雄1尾で，稚魚は中村 ('35a)及び高井・溝上 ('59)に

より放出直後のものと考えられる会長 7-11mrnの5個体を含む9個体である。なお全長28.0mm及び38.8

mmの2個体の幼魚を除く総てが汐目上の採集点 1において採集されたO

-109一
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40 st.N 

N=lO 
20 

20 

10 

20 st. 1 

10 

% 
14. ¥.......】6.1....... 18.1....... 却 1...... 22.1...... 24.1....... 26.1....... 28.1-

15.0 17.0 19.0 21.0 田.0 25.0 ~7 . 0 田.0

Total Length (mm) 

Fig. 3. Frequency distribution of total length of 

Gaslerosleus aculealus aculealus (LrNNtJl by∞llection stations 

[XJ， 3 

Fig. 4. Hippocampus jaρ0>1即日 KAUP

T. L. ca. 12mm 

Hiρ.pocampus japonicus KA U P キタ ノウミウマ

本磁のが~1!:\は全長約12mm (頭長3.5mm;躯幹部5.0mm;尾部4.4mm)のものが汐目上の採集点 lにおい

て l倒体得られた。なお僚木は中村 ('37b) によって小淡から報告されたものと大きさその他の特徴は始

んど一致する (Fig.4)。

Mugilidae ボラ科

Mugilidae gen. sp; 

木科にliJiするものは全長 9.3-19.1mmの7jf，団体の傑木が得られた。従来 Mugilidaeポラ科に属するもの

は，北海道沿Jhk械には Mugilccphalus L. ボラ及び Lizahaemalocheila (T. & S.)メナダの 2主主の健
34) 

息する引が知られているが，これ等ボラ科の幼稚魚については中村 ('37a)によって小湊附近から

M. cethalus L.ボラ ，L. carinala (C. & V.)セスヂポラ ，L. macrolepis (A. S，VJTB)コボラ及ひ:Crenimugil
4S) 

crenilabis (FoJ/ほん〕フウ ライボラ等の稚魚が報告され，また内田 ・その他 ('58)の報告中に M.cephalus 

ポラの会長 5.2mm，8.6mm及ひ'19.8mmのものに関する記載がある。その報告中に近縁のM.japonicus T. 
13) 

& S.カラスミボラとの異同に疑問を残しているが，石山 ('51)により明らかにされている様に，特に本科

魚類の悶定は外部形態によってのみ行う事は困難であり ，現在の段階では同定は不可能であるので，本報告

においては秘名不明のまま記録する。

-110ー
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Scombridae サパ科

Pne，仲間10ρhorusja戸onicusjatonicus (H O/JTTY N) マサパ

;$:種の幼稚魚は汐目上の採集点 1において100個体及び汐目の東j)lIJの採集点2において20個体計 120個体が

得られ，全長範囲3.0-25.5mmにわたる各発育段階のものが含まれている。

マサパの北海道西海域における卵及び稚魚に関しては，対馬暖流開発調査により調査研究が行われ，石狩
28， 

湾7K械においては 6-8月に卵及び稚魚が多:fitに出現する事が明らかにされ Motoda& Anraku (' 55)， 
話 J

佐野 ・田村 ・飯塚 ('56〉J及び Shimomura& Fukataki (' 57)等の報告がある。また卵及び枇1!.1.の形態に関
49J 36) 2， 

しでは内田 ・その他 ('58)の研究報告の中に詳述されている。なお Pac氾 ('59)及び).lexHHI< (' 59)によ

って南樺太 ・ 南千島水域における卵及び稚魚の生態，またそれ等の~糾に基く形態省;がl珂らかにされた。

GireJ1idae メジナ科

Girella tunclata GRA Y メジナ

木種の稚魚は全長 20.0mm の 1個体が汐目上の採集点 1において得られた。鰭条は何れも完成し，

背鰭 XV，13;野鰭 III，13;胸鰭 21;腹鰭I.5がそれぞれ数えられる (Fig.5)。

Fig. 5. Girella tunctata GRAY T.し 20.0mm

Z/， 

なお柿Eの卵発生については水戸 ('57)の報告があり，また会長 11.4mmの稚魚について中村 ('34b〉J

の報告がある。木極の);1.川t111.に関しては内閏 ・その他 ('58)の報告の中で，メジナの仔枇魚の内に疑問の

まま報告している様に，同属に含まれる G.melanichthy雪グロメ ジナ及び G.刑 ezznaオキナメジナとの奥

向を明らかにした報告がないが，本種の幼稚魚が北海道南部函館附近の七重浜沿岸及び茂辺地平磁に現われ

る事はその一部について報告した〔小林 ・遊佐 ・高杉 ('58))。 その報告中にも述べた様に 7月頃より全長

20mm前後のものが平醐fti近に現われ， 10-12月にかけて干汐時に平磯内部の汐潟りに全長 印-90mm前後

のものが見られる。これ等の大部分は殆んと体制も完成し明らかに木極と同定する事が出来る。その後平磁

附近の水温が100C以下になる 1月以降はこれ等の幼魚を見る事が出来なレ、。 なおこれ勾、の標本に基く形態

その他に関しては別に述べる予定であるが，以との事等から考察してこの襟木は G.ρunctataメジナのfft魚

と同定出来る。

Gobiidae グモハゼ科

Rhinogobius gymnauchen (BU})jK出〉 ヒメハゼ

木棺lは全長89.0mmの1個体の成魚のみが汐目上の採集点 1において得られた。

Aluteridae カワハギ科

Stethanoletis cirrhi舟'r(TDJlJlfNCK & SCUOJG町〕 カワハギ

本極は金主15~85mmの4個体カ:i?目上の採集点 1において得られた (Fig.6)。 木都の稚舎について

は内田 ('27)及び内田 ・その他 ('58)が近縁組の稚魚と共にその形態を切らかにし，藤田 ('55)は人工授

精による卵及び枇魚について報告している。また対馬暖流開発調査によって対馬暖流水域における木車nの税

111 
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Fig. 6. SleρhanoleかS口付hij告グ(TNJlliJlf，YCK& SCffLl.JGfJL) T.L. 8.5mm 

魚の出現状況が明らかにされ，北部 H木海水減では 8-10月のr.ftlこ北海道両市以南の水域に全長 4-64mm 

のものがH~l刻する 'J(;I;、報佑された。

Tetraodontidae フグ科

FlIglt st. 

木和の靴f!.¥は全長 12.1mm(D. 13; A.13; P. 15) の l倒体が汐FI上の採集点 Iにおいて得られた
¥2) 却 2

(Fig. 7)0 Fugu トラフグ凪の卵及びftt魚の形態その他についてはlド村 ('35a).Uno ('55) の他，藤庇I

Fig. 7. Fltgu st. T.L. 12.1mm 

5) 6) 7) H、 49)

('56a， b)，藤田 ・JニillJ'('56)，庄島 ('57)71び内白ニl・その他 ('58)によって逐次世jらかにされ，既に

明らかにされた種類に関しては近縁極聞の幼期の検察も作製されているが，未だ不明極も多<，特にこItt'fsll

木海に主として見られる Fuguven間 cula円Storthyreus (Tf.'N，IIIIH:X & SCIlU班点。マアグに就いては未だ

報告がないので，木報告においては積名不明のまま言己依する。

Scorpaenidae フサカサゴ科

木科にl売するものは以下に述べる様に，Sebaslesメパノレ応に含まれる 4Hiが汐円上の採集点 1において得

-112ー
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られ，その個体数も 17H困体でイトヨに次いで多数出現している。

従来 メパノL属のtlt魚に関しては S. schlegelii !7ロソ イ及び S.pachyeφhalusムラソイの稚魚に関する
1υ33 )  

Inaba ('31 a)の報告，ムラソイの稚魚に関する中村 ('35b)の記載の他 S.inermisメパノLについて内閏
LO) 

(' 43)の報告があり ，また南隣太 ・南千島水域からの主主宰十に基いて，Ka3<，"oBa (' 59)の報告中 に

S. taczanowskiiエゾメパル及ひ.メパル属2不明磁の記載がある。然し未だ木属の紅iWiの殆んどについてそ

の幼稚魚形態は明らかにされていなし、。

Sebastes taczanowskii (STf!lN Wσ'HNrJR) エグメパノし

木種のHt魚は全長17.0-32.9mmの39個体が得られた。それ省、の内主なる 2個体について外形の概婆を示

すと下記の巡りである。

q.全長21.0mm;体長16.9mm; D.XllI， 14; A.m， 7; P .15;鰍杷数11+25;頭長は体・長の2.60分の 1; 

体高は体長の4.69分の 1;尾柄高は頭長の3.82分の l。

体色は淡掲色で，横縞は1!!~ < ，背鰭車車部外縁が粉、々濃い黒色で縁取られている。

b.会長 31.7mm;体長26.2mrn; D.XllI，14;A.m， 6; P .16;鰍杷数12+27;li員長は体長の 2.70分の 1; 

体高は体長の4.03分の 1;尾柄高はliJj長の3.73分の l。

体色は淡褐色で，背側に不明!ll!な 5条の横縞があり ，'1-T鰭に侵入する。また'1-T鰭車車部外縁は材i々濃い

J異色で縁取られている (Fig.8)。

Fig. 8. Sebastes taczanowskii (STR1NJ)ACHNrJR) T.L. 31. 7mm 

なお脊椎'l~ 数(下尾車idl'Þ}を含む〉は 221国体について X - ray によって観察した結果は2511ô1のもの 10個体，

261闘のもの12個体であった。

Sebastesρachycephalus (THNJlfNCK & SCfflだGHl) ムラソイ

ヌ¥q査の稚魚は会長21.0-25.6rnrnの7個体が得られた。

全長25.6rnm;体長20.6mm; D.XllI，13; A.m， 6; P .17;鰍杷数 8+18;脊祁:骨数(下尾軸目・を合

Fig. 9. Sfbastes pachycePhalus (T"N，UI'¥TK & SCffL}]G}]l) T.l.. 25.6mm 
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む)26;頭長は体長の2.57分の 1;体高は体長の3.32分の尾柄高は頭長の3.63分の l。

体色は淡黄色で.111広い黒色の4横帯が有り，その第 l帯は項部に，第2帯は背部では背鰭線条部に

侵入し，また腹側にわたる。第3帯は背鰭軟条部に僅かにかかり，瞥鰭に侵入する。そして第4帯は尾

柄部に在る。なお腹絡の基部に近いが]半分は黒い (Fig.9)。
33) 

木極については前述の厳に，中村 ('35b)によって報告されており ，今回の襟木も上記のように中村
33) 

('35 b)の記載とよく 一致する。然し木種は松原('43)によって S.p. nudusオウコ Yムラソイ S.p. 

ραchycePhalusムラソ イ，S. t. nigricansホシナシムラソ イ及び S.ρ.chalcogrm抑制IS アカプチムラソイ

の4亜種に区別されており ，今回の襟木がそれ等の何れの型に属するかは判別し難し、。

Sebastes sb. A. 

本磁の稚魚は全長13.0-25.6mmの74個体が得られた。主なもの 2個体についてその外形の概要を以下に

記す。

a.全長17.9mm;体長 14.4mm; D.X1D.12; A.m.7; P.15;鰍杷数 9+22;頭長は体長の2.82分の 1; 

体高は体長の4.36分の 1;尾柄高は頭長の3.00分の l。

b.全長25.1mm;体長20.2mm; D.X1D.12; A.m. 7; P .16; ~Jg杷数11+25;頭長は体長の2.85分の);

体高は体長の3.88分の 1;尾柄高は頭長の3.08分の 1(Fig. 10)。

体色は何れも淡異色で，腹簡では次第に淡色となり ，特に縞は無く ，各鰭は何れも無色である。

なお脊椎骨数〔下尾軸骨を含む〕は25個体について X-rayによる計測では. 25個のもの 1個体.26{闘の

もの6個体.27{聞のもの17個体及び28個のもの 1個体であった。

Fig. 10. Sebastes sp. A. T. L. 25.1mm 

木枢iの枇魚は一見前述の S.laczanow')kiiエゾ メバルの稚魚に似ているが，鰭条数，鰍紀数及び脊椎骨数

等から S.steindachneriヤナギノマイに近似のものと考えられる。

Sebastes sρ.B 

木種の稚魚は全長15.7-30.7mmの52個体が得られた。主なもの 2個体についてその外形の概要を以下に

記す。

a.会長15.7mm;体長12.4mm; D.X1D.12; A.m. 7; P .18;鯨杷数6+18;頭長は体長の2.63分の 1; 

体高は体長の3.75分の 1;尾柄高は頭長の3.91分の l。

体色は淡褐色で背側は間々黒<.尾部体側中央が梢々黒いが，体には特に縞は無し、。鰭は何れも無色

である。

b.全長29.3mm;体長23.8mm; D.X1D.12; A.m. 7; P .18;鰍杷数 8+18;頭長は体長の2.67分の 1; 

体高は体長の3.66分の 1;尾柄高は頭長の3.42分の l。

体色は淡褐色で，体制lの項部に1条，背鰭線条部に 2条，背鰭軟条部に 1条，尾約制こ 1条，計5条
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の不規則な淡黒色の横縞があり， 何れも腹部に行くに従って乱れて消える。これ等の横縞の背鰭椋条湖l

のものは鰭に侵入し，日つ線条部の外縁は巾広〈黒〈 縁取られるが，他の鰭は何れも無色である

(Fig.11)。

なお脊椎骨数(下尾軸骨を含む〉は 9個体について，X -raylこよる計測では何れも26個であった。

木種の稚魚は前述の S.仰chycφhalusムラソイの稚魚とは体色及び体側の横綱等の差主主で識別され，鰭条

数~思re数及び脊椎骨数等から S. tri日ttatusシマゾイまたは S.nivosusゴマゾイに近似の種類と考えら

れる。

Fig. 11. Sebastes st. B. T.L. 29.3mm 

Fig. 12. Paralichthys olivaceus (Tf!.VJlIKCK & SCElLf:GfJL) 
T.L. A. 8.Omm， B. 9.0mm， C. 11.0mm. 
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Bothidae ヒラメ科

Paralichthys olivacells (T J'JIMI，"CK & 

SClllHOHL) ヒラメ

木車Eの稚魚は汐目の東側の採集点4におい

て3個体と，汐目上の採集点 1において l個

体，計41国体会長 8.0-11.0mmのものが得

られた。 以下これ等のものについて，その外

形の概要を会長11.0mmのものを中心として

述べると下記の返りである。
48'1 

なお木積の稚魚については内田('58-'59)

によってその~1il\期のものが示されており ，

今回の標本はそれと殆んど同じ成長段階のも

のである。

a 全長11.0mm;体長9.0mm;D.74;A. 

55. 

背鰭の第 2，3，4，5条は伸長し，そ

の長さはほぼ頭長に等しし、。右眼は背中

線にかかるが，¥眼球は右側に偏っている。

黒褐色素は左側の背鰭及び堅手鰭の基底

に 1列に並ぶ他，腹部及び尾柄近くに散

在し.また背鰭及び務鰭の外縁に比較的

多く散在する。またn鰭の仲長した鰭条

には特に色素が多ャ、。右側でも左側同様

に色素が見られるが，左側に比較して極
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めて少い。 (Fig.12. C) 

b.全長約 9.0mm

右眼は背中線にかかるが，眼球は右側に偏っている。合素の分布状態は全長11.0mmのものよりむし

ろ密で，背鰭碁底部附近に 5個所，替鰭基底部附近に 3個所の濃密部がある。 (Fg. 12. B) 

c.全長8.5mm

右眼は全く右側に在り，色素も余り出現せず，僅かに背鰭及び聖書鰭の基底に 1列に並ぶ他，頭部に数

個明瞭に在るが，体側では極く僅かしか見られない。

d.全長8.0mm

色素は全長8.5mmのものより一層少い。また背鰭第2，3， 4条は長く仲びその先端附近に色素が並

ぶ(Fig.12. A)。
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